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分担報告書 

 

分担研究課題名 研究総括・バイオテロ対策に関する国際動向の調査と国内対応のあり方の検討 

  
 

 所 属 国立感染症研究所 ウイルス第一部 

    研究代表者 西條 政幸 

 

研究要旨：バイオテロ対策に貢献するための調査・研究、ワクチン開発等の研究活動が実施されたが、その研

究活動全般を統括した。バイオテロ対策のための国際連携（世界保健機関（WHO）が主催する痘瘡ウイルス

研究専門家アドバイザリーコミティー（ACVVR）や WHOによる Scientific Advisory Group for the Origins of 

Novel Pathogens（SAGO）の委員として、SARS-CoV-2の起源やそれを調べるための調査研究のあり方に関

する会議に委員として出席した。東京オリパラ開催時において、東京都の依頼により対策本部感染症対策アド

バイザー（東京 2020大会開催に伴う都市オペレーションセンター医療統括責任者へのアドバーザー）を担当し

た。2021年に東京等で開催された東京オリンピックに開催の安全に貢献した。 

 

A. 研究目的 

バイオテロ対策のための国際連携を強化する。バイ

オテロに関連するリスクのある高病原性病原体の検

査法の開発・改良、高度弱毒化痘瘡ワクチン

LC16m8 を土台とした高病原性病原体に対するワク

チン開発とその安全性評価法整備を目的とした。 

 

B. 研究方法 

1) 統括：本研究斑の取りまとめ、統括を担当した。 

2) 東京オリンピック・パラリンピックの安全開催への貢

献：2021 年に開催された東京オリンピック・パラリン

ピックの安全開催に貢献した。 

3) 国際的連携：バイオテロ対策に関連する国際的活

動に貢献した。具体的にはバイオテロ対策関連国

際会議への出席：2021 年 11 月 3-4 日に開催され

た世界保健機関（WHO）が主催する痘瘡ウイルス

研究専門家アドバイザリーコミティー（ACVVR）に

出席した。また、Scientific Advisory Group for the 

Origins of Novel Pathogens（SAGO）の委員として、

SARS-CoV-2の起源やそれを調べるための調査研

究のあり方に関する会議に委員として出席した。 

 

  【倫理面への配慮】 

該当なし 

 
C. 研究結果 

国際的連携：2020 年 11 月 3-4 日に開催された世界

保健機関（WHO）が主催する痘瘡ウイルス研究専門

家アドバイザリーコミティー（ACVVR）に参加（オンラ

イン）し、日本で備蓄されている痘瘡ワクチン

LC16m8 に関する報告、痘瘡ウイルスが用いられた

研究の世界的動向調査を実施した。LC16m8製造の

メーカーである KM バイオロジクスの担当者が本コミ

ティーに出席し、LC16m8 の長期安定性に関する研

究成績が紹介された。また、米国 CDC の共同研究

者から、LC16m8 接種による痘瘡ウイルスに対する

中和抗体誘導能に関する研究成績も報告された。 

本研究代表者である西條は、WHO が立ち上げた

Scientific Advisory Group for the Origins of Novel 

Pathogens（SAGO）の諮問委員会委員の公募に対し

て応募した。その結果、２０21年 11月に SAGO委員

に正式に選出された。その後、SARS-CoV-2 の起源

やそれを調べるための調査研究のあり方に関する会

議に出席し、新興感染症の病原体を調査研究する手

法や考え方について話し合った。 

 

東京都の依頼により対策本部感染症対策アドバイザ

ー（東京 2020 大会開催に伴う都市オペレーションセ

ンター医療統括責任者へのアドバーザー）を担当した。 

 

D. 考察 

バイオテロ対策の強化にはワクチンや治療薬開発、

疫学情報の正確で迅速な収集、検査体制の整備と

受付、社会への正確で適切な情報の提供、国際連携

の強化が必要である。その意味では、本研究ではこ

れらの多岐にわたる課題に関する研究が進められた。 

2022 年 3 月にロシアがウクライナに軍事侵攻した。

その紛争の中で生物・化学兵器の使用の危険性に

ついて危惧されている。バイオテロ対策は現実的に

重要な課題であることが確認された。 

バイオテロ対策は国際的な連携の中で実施されるも

のと考えられる。その目的のため、WHO は ACVVR

を開催し、G7＋メキシコが Global Security Health 

Action Group （ GHSAG ） -Laboratory Network

（GHSAG-LN）を開催している。今後もこのようなバイ

オテロ対策に関連する国際的活動に日本も参加する

べきであると考えられる。 
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高度弱毒化痘瘡ワクチン LC16m8 は、世界に二つし

かない第Ⅲ世代の痘瘡ワクチンである。痘瘡が根絶

されて 40 年超が経過した。痘瘡ワクチン接種が世界

全体でなされなくなってからも 40 年以上の時間が経

過した。痘瘡やそれに類似する感染症（ヒトサル痘や

ヒトにおける牛痘ウイルス感染症）患者の発生が多く

なりつつある。痘瘡だけでなくこれらの感染症に対し

LC16m8は有効であり、LC16m8の国際的重要性は

高まるばかりである。本研究班以外で LC16m8 に関

する研究はなされていない。日本で開発された痘瘡

ワクチン LC16m8 に関する研究は、これからも継続

されるべきである。 

 

E. 結論 

バイオテロ対策に関連する本研究班の活動を統括し

た。WHO が主催する ACVVR や SAGO に参加した。

今後もバイオテロ対策に資するための研究や組織が

必要である。 

 

F. 健康危機情報 

特記事項なし 
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2. 学会発表 

1) 西條政幸．新規ウイルス感染症，重症熱性

血小板減少症候群（SFTS），の日本国内流

行の発見から特異的治療・ワクチン開発まで．
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寄生虫学会合同大会，奈良（2021.4） 

2) 西條政幸．蚊媒介感染症．第95回日本感染症

学会学術講演会．東京（2021 年 4 月） 

3) 西條政幸．COVID-19 と SARS-CoV-2．第 20

回みちのくウイルス塾，仙台（2021.6） 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし

 

 

  


